
創ゼミ 2022 年受験生合格体験記(原文まま) 

 

○羽山高生(千種高校)     入塾:高 2 

進学先 青山学院大学  

合格校 国立 金沢大学 

 

 受験を終えて、塾に入ってほんとうによかったと思います。僕は高 3 までほとんど勉強

してこなかったので高 3の夏の模試にはE判定しかなかったです。部活を引退してから徐々

に勉強量が増えていったので夏休み明けの模試では急に成績が伸びましたが、その後は全

然よくなりませんでした。直前期にはとにかく過去問をやりまくりましたが点数が安定せ

ず良い時と悪い時で点数がまったく違いました。結局共通テストで失敗し、私立校すべて落

ちてしまいました(※第 1志望 青山学院繰り上げ合格)。私立全落ちした時はさすがにメン

タルが弱まりましたが、ここでようやく創先生が言っていた『フワついた勉強をするな』と

『詰めた勉強』の意味が分かりました。 

 僕がいた高校はそこそこ偏差値が高かったので自分の実力を過信していて、模試の判定

が低いにもかかわらず自分なら大丈夫とずっと思っていて、創先生から常 『々フワついた勉

強をするな』と言われてましたが、よく理解できず、成績が伸びなくなってきた時でも自分

なら伸びると思い込んで、周りの人が必至になってやっているなか余裕をかまして勉強し

ていました。 

 創先生は受験のプロなので変なプライドなど捨てて素直に従うのが一番の近道です。直

前期の演習もですが日頃の勉強で、間違えた問題やよく理解できないところは本当にでき

るようになるまで何回もやり直して一度やったものをすべて完璧にする詰めた勉強も本当

に大事です。僕はひねくれものだったので、そういうやり方は非効率だと決めつけて、間違

えた問題は解説を見て分かったつもりになってそのまま放置していました。そのせいで模

試の成績が伸び悩み、演習でも点数が不安定になっていったんだと思います。 

 僕は失敗してから創先生の言っていることの重要性に気付いたので、これを読んでいる

みなさんは先生の言うことを素直に信じた方がいいと思います。そうすれば絶対に成績が

伸びます。受験期はきついですがあんがいすぐ終わるのでがんばってください。 

 

 

 

 

 

 

 


